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■ 第 60 回卒業証書授与式
～ 75 人が本校を巣立つ ～

　3月 1日（金）、卒業証書授与式を挙行し、卒業
生（60回生）75人が本校を巣立っていきました。
式では 3年生各クラスの代表生徒が学校長から卒
業証書を授与された後、在校生代表の山﨑康樹さ
ん（2年　志佐中出身）が送辞、卒業生代表の久
保川諒

りょうと

人さん（調川中出身）が答辞を読み上げま
した。答辞の中で久保川さんは「自分たちの人生
の正解を決めるのは、私たち自身です。松浦高校
で学んだことを忘
れず、心躍る方へ
と挑戦し、どんな
困難にも挫けず、
立ち向かっていき
ます」と決意の言
葉を述べました。

■ 第 60 回生進路状況（3月 1日現在）

【 国公立大学】　８人 
熊本大学、長崎県立大学（５人）、福山市立大学、
高知工科大学

【 私立大学・短期大学】　10人 
西南学院大学、熊本学園大学、創価大学、関東
学院大学、長崎短期大学（５人）　他
【 医療系専門学校】　12人 
佐世保市立看護専門学校（３人）、原看護専門
学校、福岡県私設病院協会看護学校　他

【 一般専門学校】　16人 
佐世保高等技術専門校、福岡美容専門学校　他

【 公務員・一般就職】　28人 
松浦市（一般事務２人・消防）、近江鍛工（２人）、
中興化成工業（２人）、住商エアバッグ・シス
テムズ、ＳＵＭＣＯ　他

消費生活センターだより 問合せ先　消費生活センター　☎内線 180

おかしいなと思ったときは、すぐ相談を！消費者トラブル以外の市民相談も受け付けています。

　地震、大雨などの災害時にはそれに便乗した悪質商法が多発しています。また、義援金詐
欺の事例も報告されており、悪質商法は災害発生地域だけが狙われるとは限りません。

事例

● 公的機関が、各家庭に電話等で義援金を求めることはありません。公的機関を名乗って連
絡があった場合には応じず、まずは当該機関に確認しましょう。 
また、義援金は、募っている団体等の活動状況や使途をよく確認し、納得した上で寄付し
ましょう。義援金を口座に振り込む場合は、振込先の名義をよく確認しましょう。
●   無料の点検をきっかけとして住宅修理等の勧誘をされてもその場ですぐに契約せず、複数
の事業者から見積もりを取ったり、周囲に相談したりした上で慎重に契約しましょう。

ひとこと 
アドバイス

・ 携帯電話で「市が能登半島地震の義援金を集めている」と電話があった。休日であったこと、
携帯電話からであったことから不審に思い、断った。
・ 家を無料で点検すると言って訪ねてきた業者に「このままでは危ない。すぐに工事が必要だ」
と言われた。

災害に便乗した悪質商法にご注意を！！


